
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

算数チャレンジ大会２０２６ 

予選問題（個人・チーム） 

【解説】 



「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

２８０ 

９ 

２８ 

３ 

３ 

１０ 

２８ 

３ 

１０ 

３ 

１ 

９ 

１ 

 

１ 答え 

① １０００－９９４＋６  ＝ ６＋６ 

               ＝   １２ 

 

 

② ８０＋２０×６ ＝ ８０＋１２０ 

           ＝   ２００ 

 

③ １７.４÷０.３ ＝    ５８ 

 

 

④ （３５７＋６５６）×２ ＝ １０１３×２ 

               ＝  ２０２６ 

 

 

２ 

① 

答え  ３１人 

 

（解説
か い せ つ

） 

 

   ÷     ＝   × 

 

      ＝      

 

      ＝３１ 

より、３１人に分けることができます。 

      ５ ８ 
０．３．）１７．４． 
     １５ 
      ２ ４ 
      ２ ４ 
        ０ 
 
筆算で計算しましょう。 

（  ）の中を先に

計算しましょう。 

×や÷は、＋や－より先に

計算しましょう。 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

２８０ 

３０ 

２８ 

３ 

３ 

１０ 

３ 

１０ 

９３ 

１０ 

９３ 

１０ 

２７９ 

３０ 

１ 

３０ 

１ 

３０ 

３ 

１０ 

１ 

９ 
３ 

１０ 

１ 

９ 

１ 

３０ 

② 

答え     Ｌ 

 

（解説
か い せ つ

） 

 

１人に   Ｌずつ３１人に分けるときのスープの合計は 

 

 

   ×３１＝   （Ｌ）だから、食缶に残るスープは 

 

 

   －     ＝    －    ＝     （Ｌ） 

 

 

です。 

 

 

１の答えから、残るスープを   Ｌ 

とするのは誤りです。右の図を見て 

   が人数を表していることを確認 

しましょう。 

 

 

このことから、残りのスープは、 

１人分    Ｌの   人分と考えることもできるので、 

    ×   ＝    （Ｌ）と計算してもよいでしょう。 

１ 

９ 

１ 

９ 

… 

３１人 

28

3
Ｌ 

3

10
Ｌ 

3

10
Ｌ 

3

10
Ｌ 

3

10
Ｌ 

3

10
Ｌ ？Ｌ 

人 
１ 

９ 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

２ 

 

答え  ７人 

 

（解説
か い せ つ

） 

 

まず、昨日までに申し込みをした人数は、 

３５ ×     ＝ ５（人） 

 次に、今日申し込みをした人数は、 

昨日までに申し込みをした人数の０.４倍なので、 

５ × ０.４ ＝ ２（人） 

 合計は、 

   ５ ＋ ２ ＝ ７（人） 

となります。 

１ 

７ 

－3－



「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

３ 

 

 

（解説
か い せ つ

） 

５人の話から、条件に合わせて確認していきます。 

（１）「あおい：うたのすぐあとにゴールした」より 

         （順 位） 

あおい  １ ２ ３ ４ ５ ←前にうたがいるのであおいは１位ではない 

いつき  １ ２ ３ ４ ５  

う た  １ ２ ３ ４ ５ ←後ろにあおいがいるのでうたは５位ではない 

え り  １ ２ ３ ４ ５  

おとは  １ ２ ３ ４ ５  

 

（２）「いつき：私は４位ではない」より 

あおい  １ ２ ３ ４ ５  

いつき  １ ２ ３ ４ ５ ←いつきは４位ではない 

う た  １ ２ ３ ４ ５  

え り  １ ２ ３ ４ ５  

おとは  １ ２ ３ ４ ５  

 

（３）「うた：私も４位ではない。あおいがすぐ後ろにいた」より 

あおい  １ ２ ３ ４ ５ ←うたが４位ではないからあおいは５位ではない 

いつき  １ ２ ３ ４ ５  

う た  １ ２ ３ ４ ５ ←うたは４位ではない 

え り  １ ２ ３ ４ ５  

おとは  １ ２ ３ ４ ５  

 

（４）「えり：いつきより早くゴールした」より 

あおい  １ ２ ３ ４ ５  

いつき  １ ２ ３ ４ ５ ←えりの後ろなのでいつきは１位ではない 

う た  １ ２ ３ ４ ５  

え り  １ ２ ３ ４ ５ ←いつきの前だからえりは５位ではない 

おとは  １ ２ ３ ４ ５  

  

答え 

１位 エ、２位 イ、３位 ウ、４位 ア、５位 オ 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

（５）「おとは：いつきより後ろだった」より 

あおい  １ ２ ３ ４ ５ ←④他の４人が４位ではないからあおいが４位 

いつき  １ ２ ３ ４ ５ ←①おとはの前だからいつきは５位ではない 

                ⑥うたが３位だからいつきが２位 

う た  １ ２ ３ ４ ５ ←⑤あおいが４位だからすぐ前のうたが３位 

え り  １ ２ ３ ４ ５ ←③いつきの前だからえりは４位ではない 

                ⑦いつきの前なのでえりが１位 

おとは  １ ２ ３ ４ ５ ←②他の４人が５位ではないからおとはが５位 

 

 

よって、答えは、 

１位 えり 、２位 いつき 、３位 うた 、４位 あおい 、５位 おとは 

となります。 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

１ 

１００ 

４  

 
１ 
 

（解説
か い せ つ

） 

〈割合同士を比べる〉 

２０２６年の「１５歳以上６４歳以下」の割合は５９％、「１４歳以下」の割合は

１１％です 。実際の人数を計算しなくても、同じ円グラフ（同じ総人口）の中であ

れば、割合の数値をそのまま割り算することで「何倍か」を求めることができます。 

           ４ 

式 ５９÷１１＝５．３６ … 

 

     の位を四捨五入して、約５.４倍となります。 

 

 

 

 
２ 
 

（解説
か い せ つ

） 

〈割合から実際の数量を求める〉 

２０６６年の総人口の予測は約９１００万人です。そのうち「１５歳以上６４歳以

下」の割合は５３％です。「もとにする量（総人口）」に「割合」をかけると、「比べ

る量（人数）」を求めることができます 。 

 

式 ９１００×０．５３＝４８２３（万人） 

 

   答えは、約４８２３万人となります。 

 

 

 

 

 

答え  約５.４倍 

答え  約４８２３万人 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

１ 

１００ 

 
３ 
 

（解説
か い せ つ

） 

〈もとにする量と割合の変化〉 

それぞれの年の６５歳以上の人数を計算して比べます。 

① ２０６６年は、総人口９１００万人の３８％だから 

式 ９１００×０.３８＝３４５８（万人） 

 

② ２０２６年は、総人口１億２２００万人の３０％だから 

式 １２２００×０.３＝３６６０（万人） 

 

③ ２０６６年の人数を２０２６年の人数で割ると 

式 ３４５８÷３６６０＝０.９４ … 

 

の位を四捨五入して、約０.９倍となります。 

 

 

 

グラフを一見すると、６５歳以上の割合は３０％から３８％へと増えているため、

「４０年後の方が高齢者の人数は増えている」と予想するかもしれません。しかし、

予測人数を計算して比べてみると、 

 

２０２６年の６５歳以上 １２２００×０．３ ＝３６６０（万人） 

２０６６年の６５歳以上  ９１００×０．３８＝３４５８（万人）  

 

約３６６０万人と約３４５８万人となり、人数が減っていることが分かります。な

ぜこのようなことが起きるかというと、「もとにする量（日本の総人口）」が、約１億

２２００万人から約９１００万人へと大きく減っているからです。 

算数では、見た目の大きさや「割合」の数字だけでなく、「もとにする量」がどう

変化しているかをとらえて、筋道立てて計算して確かめることが大切です 。 

答え  約０.９倍 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

５  

答え  ９０ｍ２
 

 

（解説
か い せ つ

） 

  図のように、㋐の図形を左に２ｍぶんだけ移動させ、 

㋑の図形とくっつけると、縦が１０ｍ、横が１０ｍの 

正方形の面積から、縦が２ｍ、横が５ｍの長方形の 

面積を引けばよいので 

  １０×１０－２×５＝９０（㎡） となります。 

１０ｍ ２ｍ 

１０ｍ ２ｍ 

５ｍ 

１２ｍ 

１０ｍ 

５ｍ 

㋐ 

㋑ 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

６  

１ 

答え  １２分 

 

（解説
か い せ つ

） 

このままだと考えにくいので、 

仮に、教室の窓枠をかざる輪つなぎの長さを○60 （２０と３０の最小公倍数）

として考えます。これを「全体の仕事量」とします。 

 

次に、みらいさんとかけるさんの仕事量を調べます。 

・みらいさんの１分にできる仕事量は、○60 ÷２０分＝③ 

・かけるさんの１分にできる仕事量は、○60 ÷３０分＝② となります。 

 

２人で一緒に作ると、１分の仕事量は ③＋②＝⑤ になります。 

完成までにかかる時間は、 

（全体の仕事量）÷（１分にできる仕事量）＝（完成までにかかる時間） 

で求めることができるので、 

 ○60 ÷⑤＝１２（分） 

つまり、１２分で輪つなぎを完成させられることになります。 

 

２ 

答え  １８分 

 

（解説
か い せ つ

） 

１と同じで、全体の仕事の量は○60 として考えます。 

 

   みらいさんの１分の仕事量は③なので、８分間でできる仕事量は 

     ③×８分＝○24  です。 

    

よって、残りの仕事量は ○60  − ○24  ＝○36  となります。 

 

   かけるさんの１分の仕事量は②なので、 

     ○36 ÷②＝１８（分） 

 

   したがって、あと１８分で完成できることになります。 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

７  

１ 

 

 

（解説
かいせつ

） 

〈図形の周上の最大の数についての規則性（きまり）を見つけます。〉 

各図形の最大の数に注目すると、次のようになっています。 

１番目：４ （＝ ４×１） 

２番目：８ （＝ ４×２） 

３番目：12 （＝ ４×３） 

４番目：16 （＝ ４×４） 

「（図形の番目）×４」が最大の数になるという規則があるため、８番目の図の 

中で最大のものは、４×８ ＝ ３２ となります。 

 

２ 

 

 

（解説
かいせつ

） 

〈４つの頂点（角）にくる数の増え方の規則性を見付けます。〉 

左上の「１」を出発点として、反時計回りに４つの頂点ア～エの位置の数を書き

出すと、次のようになります。 

      ア イ ウ エ 

１番目： １、２、３、４  （１ずつ増える） 

２番目： １、３、５、７  （２ずつ増える） 

３番目： １、４、７、１０ （３ずつ増える） 

４番目： １、５、９、１３ （４ずつ増える） 

このことから、「〇番目の図形の４つの頂点ア～エは、１から始まって『〇』ず

つ増えていく」という規則性が分かります。 

したがって、26 番目の正方形の頂点は「26」ずつ増えるので、 

ア ： １ 

イ ： １ ＋ ２６ ＝ ２７ 

ウ ： ２７＋２６ ＝ ５３ 

エ ： ５３＋２６ ＝ ７９  

よって、ア １、イ ２７、ウ ５３、エ ７９ となります 

答え  ３２ 

答え ア １、イ ２７、ウ ５３、エ ７９ 

ア 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

イ 

エ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ウ 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

・ 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題 解説 

 

３ 

 

 

（解説
かいせつ

） 

〈見付けた規則を使って、逆算します。〉 

「□番目」の正方形の４つの頂点について考えます。４つの頂点の数は、「□」

ずつ増えていくので、次のように表すことができます。 

１つ目： １ 

２つ目： １ ＋  □ 

３つ目： １ ＋ (□ × ２) 

４つ目： １ ＋ (□ × ３) 

これら４つの数の合計が２０２６になるので、基準となる「１」を４つ分先に引  

いておきます。 

２０２６ － ４ ＝ ２０２２ 

残った部分は、□が全部で（１＋２＋３＝）６個分集まったものになります。 

□ × ６ ＝ ２０２２ 

□ ＝ ２０２２ ÷ ６ 

＝ ３３７ 

よって、３３７番目の正方形となります。 

 

答え   ３３７番目 
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「算数チャレンジ大会２０２６」予選問題（チーム） 解説 

 

チーム問題 
 

答え  ア ４、イ ８、ウ ７ 

 

（解説
か い せ つ

） 

ア   のカードに書かれている数字は、４であることが分かります。つまり、

アに当てはまる数字は４です。 

 

イ   のカードに書かれている数字は、０、８、９のどれかです。 

ウ   のカードに書かれている数字は、２、３、７のどれかです。 

 

 イが０、８、９それぞれの場合に分けて考えていきます。 

① イに書かれている数字が０のとき 

４×０－ウを計算すると、２けたの数にならないので、イは０ではありません。 

② イに書かれている数字が８のとき 

４×８－２＝３０ は一の位の数字が合いません。 

４×８－３＝２９ も一の位の数字が合いません。 

４×８－７＝２５ は一の位の数字も、十の位の数字も合います。 

したがって、イに当てはまる数字は８で、ウに当てはまる数字は７です。 

 ③ イに書かれている数字が９のとき 

４×９－２＝３４ は一の位の数字が合いません。 

４×９－３＝３３ も一の位の数字が合いません。 

４×９－７＝２９ は一の位の数字も、十の位の数字も合いません。 

したがって、イは９ではありません。 

 

 よって、 アは４、イは８、ウは７ となります。 
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